
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

規

則

○
福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一

○
福
島
県
旅
券
法
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

七

訓

令

○
福
島
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

八

福
島
県
教
育
委
員
会

○
福
島
県
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一
五

○
福
島
県
教
育
庁
等
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

二
二

規

則

福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
及
び
福
島
県
旅
券
法

に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

福
島
県
規
則
第
七
十
二
号

福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
福
島
県
規
則
第
八
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
九
項
中
「
広
域
求
職
活
動
費
に
相
当
す
る
退
職
手
当
支
給
申
請
書
（
第
十
三
号
様
式
）
」

を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
手
当
の
種
類
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
書
類
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の

各
号
を
加
え
る
。

一

雇
用
保
険
法
第
五
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
行
為
を
す
る
者
に
係
る
求
職
活
動
支
援

費
に
相
当
す
る
退
職
手
当

求
職
活
動
支
援
費
（
広
域
求
職
活
動
費
）
に
相
当
す
る
退
職
手
当
支

給
申
請
書
（
第
十
三
号
様
式
）

二

雇
用
保
険
法
第
五
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
行
為
を
す
る
者
に
係
る
求
職
活
動
支
援

費
に
相
当
す
る
退
職
手
当

求
職
活
動
支
援
費
（
短
期
訓
練
受
講
費
）
に
相
当
す
る
退
職
手
当
支

給
申
請
書
（
第
十
三
号
様
式
の
二
）

三

雇
用
保
険
法
第
五
十
九
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
行
為
を
す
る
者
に
係
る
求
職
活
動
支
援

費
に
相
当
す
る
退
職
手
当

求
職
活
動
支
援
費
（
求
職
活
動
関
係
役
務
利
用
費
）
に
相
当
す
る
退

職
手
当
支
給
申
請
書
（
第
十
三
号
様
式
の
三
）

第
九
条
の
三
中
「
、
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
」
を
「
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
」
に
改
め
、
「
に
つ
い

て
」
の
下
に
「
、
第
八
条
第
五
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
は
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
に
相
当
す
る
退

職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
（
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
に
相
当
す
る
退
職
手
当
の
支
給

を
受
け
た
者
で
あ
つ
て
、
当
該
退
職
手
当
の
支
給
に
係
る
退
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経

過
し
て
い
な
い
も
の
を
含
む
。
）
に
対
す
る
条
例
第
十
一
条
第
十
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
規
定

す
る
退
職
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
「
条
例
」
を
削
り
、
「
と
あ
る
の
は
「
高

年
齢
受
給
資
格
証
」
と
」
の
下
に
「
、
「
第
十
一
条
第
十
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
条
第
十

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
項
第
四
号
」
と
、
「
第
十
一
条
第
十
項
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第

十
一
条
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
項
第
五
号
」
と
、
「
第
十
一
条
第
十
項
第
六
号
」
と

あ
る
の
は
「
第
十
一
条
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
項
第
六
号
」
と
」
を
加
え
る
。

第
十
二
条
中
「
、
特
例
一
時
金
」
を
「
特
例
一
時
金
」
に
改
め
、
「
に
つ
い
て
」
の
下
に
「
、
第
八

条
第
五
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
は
特
例
一
時
金
に
相
当
す
る
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
者
（
特
例
一
時
金
に
相
当
す
る
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
た
者
で
あ
つ
て
、
当
該
退
職
手
当
の

支
給
に
係
る
退
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
を
含
む
。
）
に
対
す
る

条
例
第
十
一
条
第
十
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
規
定
す
る
退
職
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
」
を
加
え
、
「
条
例
」
を
削
り
、
「
受
給
資
格
証
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
受
給
資
格
証
」
と
」
の
下

に
「
、
「
第
十
一
条
第
十
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
条
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条

第
十
項
第
四
号
」
と
、
「
第
十
一
条
第
十
項
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
条
第
十
四
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
条
第
十
項
第
五
号
」
と
、
「
第
十
一
条
第
十
項
第
六
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
条
第
十

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
項
第
六
号
」
と
」
を
加
え
る
。

「

早
期
就
業
支
度
金

第
九
号
様
式
中

就
業
手
当
支
給
日
数

日
支

給
日

数

「

日

を

就
業
手
当
支
給
日
数

日

」

に
改
め
る
。

」

第
十
号
様
式
注
意
事
項
１
中
⑸
を
⑹
と
し
、
⑷
を
⑸
と
し
、
⑶
を
⑷
と
し
、
⑵
を
⑶
と
し
、
⑴
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑵
船
員
法
に
よ
る
傷
病
手
当

───────────────────────────────────────────────────────────
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第
十
号
様
式
注
意
事
項
１
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑺
公
害
健
康
被
害
の
補
償
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
障
害
補
償
費

第
十
号
様
式
の
三
注
意
事
項
中
８
を
９
と
し
、
１
か
ら
７
ま
で
を
２
か
ら
８
ま
で
と
し
、
２
の
前
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

１
こ
の
申
請
書
は

(

ｳ)の
欄
に
記
載
し
た
雇
入
年
月
日
又
は
事
業
開
始
年
月
日
の
翌
月
か
ら
起
算

、
し
て
１
月
以
内
に

支
給
義
務
者
に
提
出
す
る
こ
と

、
。

第
十
号
様
式
の
四
注
意
事
項
１
中
「な

お
当
該
期
間
経
過
後
に
提
出
し
た
場
合
は

特
別
の
事
情

、
、

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
限
り

受
理
さ
れ
な
い
こ
と

」
を
削
る
。

、
。

「

「

(

ｲ)
就
職
先
の
事
業
所

第
十
一
号
様
式
中

(

ｲ)
就
職
先
の
事
業
所

を

に
、

（開
始
し
た
事
業

）

」

」

「

(

ｳ)
雇
入
年
月
日

年
月

日
(

ｴ)
採
用
内
定
年
月
日

「

(

ｳ)
雇
入
年
月
日

年
月

日

を

年
月

日
(

ｴ)
採

（事
業
開
始
年
月
日

）

」

用
内
定
年
月
日

年
月

日

に
改
め
、
同
様
式
注
意
事
項
中
８
を
９
と
し
、

」

２
か
ら
７
ま
で
を
３
か
ら
８
ま
で
と
し
、
同
様
式
注
意
事
項
１
中
「受

給
資
格
証

」
の
次
に
「

高
年

、
齢
受
給
資
格
証
又
は
特
例
受
給
資
格
証

」
を
加
え
、
同
様
式
注
意
事
項
中
１
を
２
と
し
、
２
の
前
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

１
こ
の
申
請
書
は

(

ｳ)の
欄
に
記
載
し
た
雇
入
年
月
日
又
は
事
業
開
始
年
月
日
の
翌
月
か
ら
起
算

、
し
て
１
月
以
内
に

支
給
義
務
者
に
提
出
す
る
こ
と

、
。

第
十
二
号
様
式
注
意
事
項
中
３
を
４
と
し
、
２
を
３
と
し
、
同
様
式
注
意
事
項
１
中
「受

給
資
格
証

」

の
次
に
「

高
年
齢
受
給
資
格
証
又
は
特
例
受
給
資
格
証

」
を
加
え
、
同
様
式
注
意
事
項
中
１
を
２
と

、

し
、
２
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

１
こ
の
申
請
書
は

移
転
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
月
以
内
に

支
給
義
務
者
に
提
出
す
る

、
、

こ
と
。

第
十
三
号
様
式
中
「広

域
求
職
活
動
費
に
相
当
す
る
退
職
手
当
支
給
申
請
書

」
を
「求

職
活
動
支
援

費

（広
域
求
職
活
動
費

）に
相
当
す
る
退
職
手
当
支
給
申
請
書

」
に
、
「第

８
条
第
10項

」
を
「第

８
条
第
９
項

」
に
、
「広

域
求
職
活
動
費

」
を
「求

職
活
動
支
援
費

（広
域
求
職
活
動
費

）
」
に
改
め
、

同
様
式
注
意
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注
意
事
項

１
こ
の
申
請
書
は

公
共
職
業
安
定
所
の
指
示
に
よ
る
広
域
求
職
活
動
を
終
了
し
た
日
の
翌
日

、
か
ら
起
算
し
て
10日

以
内
に
支
給
義
務
者
に
提
出
す
る
こ
と
。

２
※
印
欄
に
は

記
載
し
な
い
こ
と

、
。

第
十
三
号
様
式
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。

───────────────────────────────────────────────────────────
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「

１
公
共
職
業

２
雇
用
保
険
法
第

３
障
害
者
の
雇
用

４
高
年

訓
練

63条
第
１
項
第
３

の
促
進
等
に
関
す

の
安
定

第
十
四
号
様
式
中

号
の
講
習
及
び
訓

る
法
律
第
13条

第
律
第
23

練
１
項
の
適
応
訓
練

画
に
準

３
号
に

「

齢
者
等
の
雇
用

５
沖
縄
振
興
特
別

１
公

２
雇
用
保
険

３
障
害
者
の
雇
用

等
に
関
す
る
法

措
置
法
第
81条

に
共
職

法
第
63条

第
の
促
進
等
に
関
す

条
第
１
項
の
計

基
づ
く
職
業
訓
練

を

業
訓

１
項
第
３
号

る
法
律
第
13条

第
拠
し
た
同
項
第

練
の
講
習
及
び

１
項
の
適
応
訓
練

掲
げ
る
訓
練

訓
練

」

４
高
年
齢
者
等
の
雇
用

５
雇
用
保
険
法
第
６
条
第
５
項

の
安
定
等
に
関
す
る
法

に
規
定
す
る
船
員
の
職
業
能
力

律
第
25条

第
１
項
の
計

の
開
発
及
び
向
上
に
資
す
る
訓

に
改
め
る
。

画
に
準
拠
し
た
同
項
第

練
又
は
講
習
と
し
て
厚
生
労
働

３
号
に
掲
げ
る
訓
練

大
臣
が
定
め
る
も
の

」

「

第
十
四
号
様
式
の
三
（
表
面
）
中

求
職
年
月
日

年
月

日
受
給
期
限

「

退
職

事
由

日
年

月
日

を
」

求
職
年
月
日

年
月

日
受
給
期

に
改
め
る
。

限
日

年
月

日

」

「

第
十
六
号
様
式
（
表
面
）
中

求
職
年
月
日

年
月

日
受
給
期
限
日

「

退
職

事
由

年
月

日

を
」

求
職
年
月
日

年
月

日
受
給
期
限

に
改
め
る
。

日
年

月
日

」

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
そ

れ
ぞ
れ
の
規
定
に
基
づ
き
提
出
さ
れ
て
い
る
申
請
書
等
は
、
改
正
後
の
福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に

関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
相
当
の
規
定
に
基
づ
い
て
提
出
さ
れ
た
申
請
書
等
と
み
な
す
。

（
職
員
業
務
課
福
利
厚
生
室
）

福
島
県
規
則
第
七
十
三
号

福
島
県
旅
券
法
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
福
島
県
旅
券
法
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
八
年

福
島
県
条
例
第
九
十
二
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
と
す
る
。

（
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
の
例
外
）

第
二
条

条
例
第
二
条
の
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

一
般
旅
券
（
旅
券
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第

二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
一
般
旅
券
を
い
う
。
）
の
発
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
申
請

者
」
と
い
う
。
）
が
法
第
四
条
の
二
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
二
重
に
旅
券
の
発
給
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
で
あ
る
場
合

二

申
請
者
が
法
第
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
同
条
第
一
項
の
外
務
大
臣
が
指
定
す
る
地
域
へ
渡
航

し
よ
う
と
す
る
者
で
あ
る
場
合

三

申
請
者
が
法
第
十
三
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

四

申
請
者
が
そ
の
者
の
親
族
等
の
海
外
に
お
け
る
病
気
、
事
故
、
天
災
等
に
よ
る
死
亡
、
危
篤
、

入
院
等
に
よ
り
渡
航
す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
一
般
旅
券
を
緊
急
に
発
給
す
る
こ
と

を
求
め
た
と
き
。

五

申
請
者
が
業
務
上
の
理
由
に
よ
り
渡
航
す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
条
例
第
二
条
に

規
定
す
る
市
町
村
で
申
請
者
に
係
る
事
務
を
行
う
も
の
に
一
般
旅
券
の
発
給
の
申
請
を
す
る
と
渡

航
予
定
日
前
に
一
般
旅
券
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
一
般
旅
券
を
早
急
に
発

給
す
る
こ
と
を
求
め
た
と
き
。
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（
市
町
村
が
処
理
す
る
者
の
範
囲
）

第
三
条

条
例
第
二
条
の
規
則
で
定
め
る
者
は
、
須
賀
川
市
に
居
所
を
有
す
る
者
及
び
同
市
が
個
人
の

活
動
の
主
た
る
拠
点
と
な
っ
て
い
る
者
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
五
月
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
国
際
課
旅
券
室
）

訓

令

福
島
県
訓
令
第
二
十
一
号

本

庁

機

関

出

先

機

関

福
島
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
六
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

福
島
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
島
県
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
五
十
二
年
福
島
県
訓
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

職
員
は
、
介
護
時
間
（
条
例
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
時
間
を
い
う
。
）
を
受
け

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
庶
務
シ
ス
テ
ム
に
介
護
時
間
に
係
る
要
介
護
者
の
氏
名
そ
の
他
所
要
事
項
を

入
力
す
る
こ
と
（
特
定
職
員
に
あ
つ
て
は
、
介
護
時
間
願
（
第
五
号
様
式
の
六
）
）
に
よ
り
、
あ
ら

か
じ
め
所
属
長
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「

「

第
一
号
様
式
の
二
中

氏
名

（続
柄

）

を

氏
名

（続
柄
等

）

に
改
め
、
同

」

」

様
式
備
考
中
６
を
７
と
し
、
２
か
ら
５
ま
で
を
３
か
ら
６
ま
で
と
し
、
１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２

「続
柄
等

」欄
に
は

請
求
に
係
る
子
又
は
要
介
護
者
の
請
求
者
と
の
続
柄
等

（請
求
に
係

、
る
子
が
職
員
の
勤
務
時
間

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
第
８
条
の
４
第
１
項
に
規
定
す
る
特
別
養

、
子
縁
組
の
成
立
前
の
監
護
対
象
者
等
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は

そ
の
事
実

）を
記
入
す

、
る
こ
と
。

「
（職

員
の
勤
務
時
間

休
暇
等
に
関

、

第
一
号
様
式
の
三
中
「
（条

例
第
８
条
の
５
第
１
項

）
」
を

５
第
１
項

）

す
る
条
例

（以
下

「条
例

」と
い
う

）第
８
条
の

。

に
、
「２

３
歳
未
満
の
子
に
係
る
時
間
外
勤

」

「

務

」
を
「２

３
歳
未
満
の
子
又
は
要
介
護
者
に
係
る
時
間
外
勤
務

」
に
、

氏
名

（続
柄

）

」

「

を

氏
名

（続
柄
等

）

に
改
め
、
同
様
式
備
考
中
７
を
８
と
し
、
３
か
ら
６
ま
で
を
４
か
ら
７

」

ま
で
と
し
、
２
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３

「続
柄
等

」欄
に
は

請
求
に
係
る
子
又
は
要
介
護
者
の
請
求
者
と
の
続
柄
等

（請
求
に
係

、
る
子
が
条
例
第
８
条
の
４
第
１
項
に
規
定
す
る
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
前
の
監
護
対
象
者
等
に

該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は

そ
の
事
実

）を
記
入
す
る
こ
と

、
。

「介
護
休
暇

・・・・・・・・・・・・・

第
二
号
様
式
（
表
面
）
中
「介

護
休
暇

・・・・・・・・・・・・・・・・・介
休

」
を

介
護
時
間

・・・・・・・・・・・・・

「

「

「

・・・・・介
休

に
、

日

を

日

に
改
め
、
同
様
式
（
裏
面
）
中

日

を

・・・・・介
時

」

時
間

時間
分

時
間

」

」

」

「

日

に
改
め
る
。

時間
分

」

第
五
号
様
式
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

暇 休 護 介

又 暇 休 護 介

間 時 護 介 は

暇 休 護 介

又 暇 休 護 介

間 時 護 介 は
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第
五
号
様
式
の
五
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
福
島
県
職
員
服
務
規
程
第
一
号
様
式
の

二
に
よ
る
早
出
遅
出
勤
務
請
求
書
、
第
一
号
様
式
の
三
に
よ
る
深
夜
勤
務
（
時
間
外
勤
務
）
制
限
請

求
書
及
び
第
五
号
様
式
の
五
に
よ
る
介
護
休
暇
願
は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正
後
の
福
島
県
職
員
服
務
規
程

第
一
号
様
式
の
二
に
よ
る
早
出
遅
出
勤
務
請
求
書
、
第
一
号
様
式
の
三
に
よ
る
深
夜
勤
務
（
時
間
外

勤
務
）
制
限
請
求
書
及
び
第
五
号
様
式
の
五
に
よ
る
介
護
休
暇
願
と
み
な
す
。

３

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
現
に
作
成
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
福
島
県
職
員
服
務
規
程
に
定
め
る
様
式

に
よ
る
用
紙
は
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
人

事

課
）

福
島
県
教
育
委
員
会

福
島
県
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
六
日

福
島
県
教
育
委
員
会

福
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
号

福
島
県
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
福
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

校
長
及
び
職
員
は
、
介
護
時
間
（
条
例
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
時
間
を
い
う
。
）

10
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
介
護
時
間
願
（
第
八
号
様
式
の
二
）
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
校
長

は
教
育
長
の
、
職
員
は
校
長
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「介
護
休
暇

・・・・・・・・・・・・・

第
六
号
様
式
（
表
面
）
中
「介

護
休
暇

・・・・・・・・・・・・・・・・介
休

」
を

介
護
時
間

・・・・・・・・・・・・・

「

「

「

・・・・・介
休

に
、

日

を

日

に
改
め
、
同
様
式
（
裏
面
）
中

日

を

・・・・・介
時

」

時
間

時間
分

時
間

」

」

」

「

日

に
改
め
る
。

時間
分

」

第
八
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

暇 休 護 介

暇 休 護 介

又 暇 休 護 介

間 時 護 介 は

又 暇 休 護 介

間 時 護 介 は
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第
八
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。



平成28年12月26日 月曜日 福 島 県 報 号外第73号19

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━



平成28年12月26日 月曜日 福 島 県 報 号外第73号 20

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━



平成28年12月26日 月曜日 福 島 県 報 号外第73号21

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━



平成28年12月26日 月曜日 福 島 県 報 号外第73号 22

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
福
島
県
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る

規
則
第
八
号
様
式
に
よ
る
介
護
休
暇
願
は
、
改
正
後
の
福
島
県
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則

第
八
号
様
式
に
よ
る
介
護
休
暇
願
と
み
な
す
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
作
成
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
福
島
県
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る

規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
高
校
教
育
課
）

福
島
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
八
号

教

育

庁

教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
学
校
以
外
の
教
育
機
関

福
島
県
教
育
庁
等
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
六
日

福
島
県
教
育
委
員
会

福
島
県
教
育
庁
等
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
島
県
教
育
庁
等
服
務
規
程
（
平
成
十
五
年
福
島
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

職
員
は
、
介
護
時
間
（
条
例
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
時
間
を
い
う
。
）
を
受
け

10
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
介
護
時
間
願
（
様
式
第
十
号
の
二
）
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
所
属
長
の
承
認

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「介
護
休
暇

・・・・・・・・・・・・・

様
式
第
二
号
（
表
面
）
中
「介

護
休
暇

・・・・・・・・・・・・・・・・・・介休

」
を

介
護
時
間

・・・・・・・・・・・・・

「

「

「

・・・・・介
休

に
、

日

を

日

に
改
め
、
同
様
式
（
裏
面
）
中

日
を

・・・・・介
時

」

時
間

時
間

時
間

分

」

」

」

「

日

に
改
め
る
。

時
間

分

」

様
式
第
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

暇 休 護 介

暇 休 護 介

又 暇 休 護 介

間 時 護 介 は

護 介
介 は

又 暇 休

間 時 護
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様
式
第
十
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
福
島
県
教
育
庁
等
服
務
規
程
様
式
第
十

号
に
よ
る
介
護
休
暇
願
は
、
改
正
後
の
福
島
県
教
育
庁
等
服
務
規
程
様
式
第
十
号
に
よ
る
介
護
休
暇

願
と
み
な
す
。

３

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
現
に
作
成
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
福
島
県
教
育
庁
等
服
務
規
程
に
定
め
る

様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
教
育
総
務
課
）




